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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成25年2月21日(2013.2.21)

【公開番号】特開2011-185340(P2011-185340A)
【公開日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2011-038
【出願番号】特願2010-50141(P2010-50141)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｊ  12/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  81/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｊ  12/00    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｌ  81/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリフェニレンサルファイド樹脂（Ａ）１００重量部に対して、扁平断面ガラス繊維（
Ｂ）５～１２０重量部を配合してなることを特徴とするポリフェニレンサルファイド樹脂
組成物からなる耐圧容器。
【請求項２】
　前記扁平断面ガラス繊維（Ｂ）の平均扁平率が２～１０のガラス繊維である請求項１記
載の耐圧容器。
【請求項３】
　前記ポリフェニレンサルファイド樹脂組成物が、ポリフェニレンサルファイド樹脂（Ａ
）１００重量部に対して、エポキシ基、アミノ基、イソシアネート基、水酸基を有するシ
ラン化合物（Ｃ）を０．１～５重量部配合してなることを特徴とする請求項１または２記
載の耐圧容器。
【請求項４】
　前記ポリフェニレンサルファイド樹脂組成物が、ポリフェニレンサルファイド樹脂（Ａ
）１００重量部に対して、熱可塑性エラストマー（Ｄ）１～３０重量部を配合してなるこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の耐圧容器。
【請求項５】
　前記ポリフェニレンサルファイド樹脂（Ａ）のクロロホルム抽出量が１．８ｗｔ％以下
であることを特徴とする請求項１～４のいずれか記載の耐圧容器。
【請求項６】
　前記熱可塑性エラストマー（Ｄ）がポリオレフィン系熱可塑性エラストマー、ポリスチ
レン系エラストマー、ポリアミド系熱可塑性エラストマー、ポリウレタン系熱可塑性エラ
ストマー、およびポリエステル系熱可塑性エラストマーから選ばれる少なくとも１種であ
ることを特徴とする請求項１～５のいずれか記載の耐圧容器。
【請求項７】
　内部圧力が２５０ｋＰａ以上、温度が１８０℃～２３０℃の環境で使用する請求項１～
６のいずれか記載の耐圧容器。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、かかる課題を解決するために鋭意検討した結果、次のような手段を採用する
ものである。
（１）ポリフェニレンサルファイド樹脂（Ａ）１００重量部に対して、扁平断面ガラス繊
維（Ｂ）５～１２０重量部を配合してなることを特徴とするポリフェニレンサルファイド
樹脂組成物からなる耐圧容器。
（２）（１）の扁平断面ガラス繊維（Ｂ）の平均扁平率が２～１０のガラス繊維であるこ
とを特徴とする（１）記載の耐圧容器。
（３）前記ポリフェニレンサルファイド樹脂組成物が、ポリフェニレンサルファイド樹脂
（Ａ）１００重量部に対して、エポキシ基、アミノ基、イソシアネート基、水酸基を有す
るシラン化合物を０．１～５重量部配合してなることを特徴とする（１）または（２）記
載の耐圧容器。
（４）前記ポリフェニレンサルファイド樹脂組成物が、ポリフェニレンサルファイド樹脂
（Ａ）１００重量部に対して、熱可塑性エラストマー（Ｄ）１～３０重量部を配合してな
ることを特徴とする（１）～（３）のいずれかに記載の耐圧容器。
（５）ポリフェニレンサルファイド樹脂（Ａ）のクロロホルム抽出量が１．８ｗｔ％以下
であることを特徴とする（１）～（４）のいずれかに記載の耐圧容器。
（６）（４）の前記熱可塑性エラストマー（Ｄ）がポリオレフィン系熱可塑性エラストマ
ー、ポリスチレン系エラストマー、ポリアミド系熱可塑性エラストマー、ポリウレタン系
熱可塑性エラストマー、およびポリエステル系熱可塑性エラストマーから選ばれる少なく
とも１種であることを特徴とする（１）～（５）のいずれか記載の耐圧容器。
（７）内部圧力が２５０ｋＰａ以上、温度が１８０℃～２３０℃の環境で使用する（１）
～（６）のいずれか記載の耐圧容器。
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